
談話会の様子 

「考古学からみた人類文化」                 日時：平成２６年１２月１８日（木） 

講師：菊池徹夫先生（早稲田大学文学部名誉教授）  場所：中京学院大学 

日 時： 平成２６年８月３日（日）１３：３０～１５：３０   場 所： 美濃加茂市民ミュージアム 

                                    講師： 岐阜県文化財保護センター 三島 誠 氏   

 

関高生によるプレゼン 

ＳＧＨ・礼文島事後研修「考古学者・菊池徹夫先生を囲む会」 

 

 

 

考古学によって明らかになった人類の過去について学びました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

■ 本日の講師は考古学者の菊池徹夫先生。先生の研究テーマは、考古学を通じた世界各

地の人類文化の比較研究です。現在われわれが学んでいる北海道の考古学は、菊池先

生の研究を抜きには語れません。 

■ われわれの礼文島調査のプレゼンのあと、すぐに先生との談話会に移りました。事前に先

生の著書を読んだ上で参加したので、質疑応答は大いに盛り上がりました。 

■ 学問を通じた人との出会いや、発掘まつわる数々のエピソードなど、興味深いお話をたくさ

ん伺いました。また、われわれの素朴な疑問に対し、ひとつひとつていねいに答えていただ

きました。 

 

 生徒徒の感想  

○ 今回は菊池先生から考古学についてのお話を聞きました。僕はアイヌ人とイヌイットが同

じようにクマ送りのような儀式をしていたと以前聞いたとき、二つの民族の間で交流をしてい

たのだと思っていました。でも、北半球に住んでいたインディアンやバスクなどもクマ送りを

していたことを知って、同じような儀式をしていても必ずしも交流をしているわけではない

と知りました。アイヌ語を話す人々が東北にいたことと、アイヌ人が西から来た日本人に攻

められて北に追いやられたことを聞いて驚きました。日本では縄文時代から、ほかの宗教

と違ってすべてのものに神が宿ると信じられていて、その考え方が現代にも伝わっている

ことを知って過去の人々とのつながりを感じました。そしてそれは未来にもつながっている

から、未来を考えるためにも過去のことを知る必要があると先生は教えてくださいました。僕

は、過去のことはもう過ぎたことだから必要ないことではなく、今を生きて未来を考えるため

に必要だということを改めて思いました。 



○ 今日の学習では日本の歴史についてだけでなく、僕の将来に関するとても参考となるアド

バイスをいただくことができました。歴史では、ほとんどの時代の国家が宗教をバックにして

繁栄してきたことが分かりました。日本での宗教は、現在は仏教であったりキリスト教であっ

たりとさまざまな宗教があります。ですが、他の国では1つの宗教だけなど、日本は宗教につ

いてとても寛容ですが、それが昔からのなごりであることが分かりました。縄文時代の頃、日

本はアニミズムで唯一の神教でなかったため、仏教が伝わって来たときにすぐに受け入れら

れました。宗教は人の精神的な部分で弱かったから作られたり、国家を肯定したりするため

に使用されました。僕は日本が宗教について寛容でとてもよかったと思いました。また、同じ

行為をしていても、簡単に繋がっていると考えない方が考古学として良いということが分かり

ました。将来についての考え方では、たくさんの参考となることを教えてもらいました。僕は、

将来の仕事までまだ決められていません。だから、大学は今興味を持っていることよりも、

将来の仕事で役に立ちそうな大学に進もうと思っていました。ですが、先生の話しをきいて

自分が好奇心を持ってやれることで、惚れていることに進むべきだと教えてもらいました。そ

うしないと、長くつづかないし、自分もやる気を持って本気で取り組めないからです。だから

僕は、これから進路は自分が一番やりたいことで興味を持って続けていける学科に進んで

いきたいと思いました。 

○ 今回はいつもと違い、質問をたくさんして、たくさんのことを知ることができました。また、初

めてのプレゼンもしました。以前から菊池先生の本を読ませていただいて、多くのことを学

びましたが、今回先生へ質問し、答えてくださる形式でもっと多くのことが分かりました。今

回は本当によかったです。初めてのプレゼンも無事終えることができてよかったです。でも 3

人の中で一番下手だと思ったのでもっと練習して上手くなりたいです。 

○ 菊池先生の本を事前に読んでいて、質問したいことが沢山あって学習会がすごく楽しみで

した。実際に質問を中心に話し合いを進めてくださって、聞きたかったことが全て聞くこと

ができて嬉しかったです。途中、宗教の話になって、テーマが壮大になっていったけれど、

人がなぜ、神を信じることになったのか、ということを考えさせられる内容でした。また、菊

池先生が、聞きたいことをはっきりさせることが大切だと、おっしゃっていたので、今後の生活

で人の話を聞ける人間でありたいと思いました。また、菊池先生がおっしゃった、戦争は人類

の本能ではない、という言葉が印象に残っています。人類が戦争を始めたのは、弥生時代

で、稲作を行うようになってから、争いが始まり、そして、現在も紛争が起きているのだと教え

ていただきました。だから、人類が始めた戦争は人類の手で終わらせることもできるのだと

思いました。古代の人類から学ぶことも沢山あるのだと思いました。本当に沢山の質問に

丁寧に答えていただけて、嬉しかったです。貴重な時間を過ごすことができ、とても勉強にな

りました。 


